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９月議会に係る記者会見会議録概要 

2020（令和 2）年８月 25 日（火）午前 11 時～ 

市役所本庁５階 501 会議室 

 

１. 市長からの発表 

８月も残すところ今日を含めあと７日となりました。 

朝夕はいくぶん過ごしやすくなりましたが、まだまだ暑い夏が続いております。先週、

市内の小中学校では新学期が始まりましたが、新型コロナウイルス感染症の影響で、子

どもたちにとって異例の短い夏休みとなりました。 

その新型コロナウイルス感染症の状況ですが、都市部を中心に感染が急速に再拡大し、

市内でも８月に入り連日のように新規感染者の発生が続き、本日現在、伊賀市で 22 人

の感染者が判明しています。まさに予断を許さない状況となっています。 

特に、家庭内でも感染を広げてしまう事例が増加していることや、高齢者で感染する

割合が増加しております。 

改めて、市民の皆さんに「３つの密（密集、密接、密閉）を避ける」、「マスクは必ず

着用する」、「こまめに手洗いをする、指先の消毒をする」などの感染防止対策を徹底し

ていただきたいと思います。 

また、感染した人や特定の国の人に対する誹謗中傷や心無い書き込み等が SNS 等で

広がっています。国内では感染した人の治療にあたっている医療関係者やそのご家族が

いわれのない差別を受けたという事例も発生しているようです。新型コロナウイルス感

染症に関連して不当な差別、いじめ等の人権侵害はあってはならないことです。不確実

な情報に惑わされて人権侵害につながることがないよう、正しい情報に基づいた冷静な

行動をお願いいたします。 

さて、本日、９月議会定例会の招集告示をしました。 

本日の午前中に、議会運営委員会が開催され、９月１日に開会し、10 月２日までの

32 日間の会期で開催されることになりました。 

この９月議会定例会には、令和元年度一般会計歳入歳出決算・特別会計歳入歳出決算

など 12件の決算認定のほか、補正予算３件・条例改正など 12 件、合わせて 27 件の

議案を提出することとしています。 

令和元年度の決算概要ですが、令和元年度の予算を、本市が活気のあるまちであり続

け、次世代にこの〝まち″をつなげていく予算として、「伊賀流“元気・にぎわいづく

り”予算」および「第２次伊賀市総合計画 第２次再生計画」における各種プロジェク

トや、「伊賀市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げる各種事業に取り組みました。 

一般会計では、歳入が 4 百 59 億 6 千 7 百 91 万 95 円、歳出が４百 50 億４千８

百 66 万９千 366 円で、歳入歳出差引９億１千９百 24 万 729 円の残となり、翌年

度に繰越すべき財源を除き、実質収支額は５億８千９百 50 万 352 円となりました。 

一般会計補正予算では、既定の予算額に歳入歳出それぞれ５億３千７百 67 万６千円

を追加し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ５百 54 億８千６百 24 万５千円とする

ものです。 

補正の主なものとして国の補助事業の追加、変更に伴う所要額の補正及び、新型コロ
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ナウイルス感染症の影響による事業内容の変更、中止に伴う所要額の補正を行います。

他に総務費では、令和３年度建設予定の青山複合施設の整備に要する事業費に１億８千

７百 42万４千円を計上しています。 

衛生費では、伊賀南部環境衛生組合の施設火災における施設復旧に要する負担金に８

千９百 38 万５千円を計上しています。 

土木費では、旧上野市庁舎の利活用に関し市場調査の結果を踏まえた利活用最適手法

検討に要する事業費に５百 21 万円を計上しています。 

決算、補正予算以外の提出議案で主なものとして、議案第 108 号「伊賀市職員の特

殊勤務手当に関する条例の一部改正について」は、消防吏員及び上野総合市民病院に勤

務する職員が新型コロナウイルス感染症患者等への対応業務に従事した場合に、国及び

三重県の取扱いに準じ、特殊勤務手当（防疫作業等従事手当）を支給するために改正す

るものです。 

また、議案第 110 号「ハイトピア伊賀公共公益施設の設置及び管理に関する条例の

一部改正について」は、伊賀市上野東町に設置している伊賀市多文化共生センターをハ

イトピア伊賀４階に移転することにより改正するものです。 

 

 

２. ９月議会提出議案について 

令和２年第５回伊賀市議会（定例会）提出議案概要（予算・決算議案を除く。） 

９月１日提出分 

議案 

番号 
件  名 理由及び内容等 担当部署 

108 伊賀市職員の特殊勤

務手当に関する条例

の一部改正について 

【改正理由】消防吏員及び上野総合市民病院

に勤務する職員が新型コロナウイルス感染

症患者等への対応業務に従事した場合に、

国及び三重県の取扱いに準じ、特殊勤務手

当（防疫作業等従事手当）を支給するため。 

【改正内容】防疫作業等従事手当の支給対象

となる業務及び支給額に関する規定を加え

る。 

【施行期日】公布の日（令和２年２月１日か

ら適用） 

 

人事課 

消防総務課 

病院総務課 
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109 税外収入金に係る督

促手数料及び延滞金

徴収条例等の一部改

正について 

【改正の理由及び内容】地方税に係る延滞金

の割合の特例を見直す地方税法の一部改正

が令和３年１月１日から施行されるに当た

り、延滞金の割合を地方税と同様の取扱い

をするよう条例で定めているものについ

て、地方税法の改正に倣い同様の取扱いと

するよう改める。 

【改正する条例】 

①税外収入金に係る督促手数料及び延滞金

徴収条例 

②伊賀市国民健康保険高額療養資金貸付条

例 

③伊賀市国民健康保険出産費資金貸付条例 

④伊賀市介護保険条例 

⑤伊賀市後期高齢者医療に関する条例 

【施行期日】令和３年１月１日 

 

収税課 

110 ハイトピア伊賀公共

公益施設の設置及び

管理に関する条例の

一部改正について 

【改正理由】伊賀市上野東町に設置している

伊賀市多文化共生センターをハイトピア伊

賀４階に移転することによる。 

【改正内容】ハイトピア伊賀公共公益施設に

伊賀市多文化共生センターを加えるほか、

これに伴う所要の改正を行う。 

【関係条例の廃止】伊賀市多文化共生センタ

ー設置条例を廃止する。 

【施行期日】公布の日から起算して６月を超

えない範囲内において規則で定める日 

 

市民生活課 

111 伊賀市手数料条例の

一部改正について 

【改正理由】デジタル手続法の施行により、

本人確認情報の保存及び提供範囲の拡大な

どを図るため住民基本台帳法及びマイナン

バー法が改正されたことによる。 

【改正内容】手数料を徴収する証明及び閲覧

に関する事務に係る規定において、法改正

により制度化された住民票の除票の写し及

び戸籍の附票の除票の写しの交付を明示す

ることや通知カードの廃止に伴い通知カー

ド再交付手数料を削除することなど所要の

改正を行う。 

【施行期日】公布の日 

 

戸籍住民課 
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112 大山田農村環境改善

センターの設置及び

管理に関する条例の

一部改正について 

【改正理由】大山田農村環境改善センターの

テニスコートの用途を廃止することによ

る。 

【改正内容】条例中のテニスコートに関する

記載を削除する。 

【施行期日】公布の日 

 

大山田支所

振興課 

113 伊賀市障がい者グル

ープホーム設置及び

管理に関する条例の

一部改正について 

【改正理由】指定管理により運営している伊

賀市障がい者グループホーム「阿山ホーム

かざぐるま」について、より専門的かつ柔

軟な支援体制が取れることなどから、令和

６年度を目途に民営化を進めるに当たり、

令和３年４月が始期となる次期の指定管理

者の指定の期間を令和５年度末までとする

ため。 

【改正内容】条例で定める指定管理の指定の

期間を「５年間」から「３年間」に改める。 

【施行期日】令和３年４月１日 

 

障がい福祉

課 

114 伊賀市放課後児童健

全育成事業の設備及

び運営に関する基準

を定める条例の一部

改正について 

【改正理由】厚生労働省が定める「放課後児

童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準」が令和２年３月に一部改正されたこと

から、当該基準を参酌して定める本市の基

準を同様に改めるため。 

【改正内容】放課後児童支援員認定資格研修

の実施者として中核市の長を追加する。 

【施行期日】公布の日 

 

こども未来

課 

115 伊賀市立学校設置条

例の一部改正につい

て 

【改正理由】令和３年４月１日から玉滝小学

校を阿山小学校に統合することによる。 

【改正内容】小学校の名称及び位置の規定か

ら玉滝小学校を削除する。 

【施行期日】令和３年４月１日 

 

教育総務課 

116 伊賀市病児・病後児保

育室設置及び管理に

関する条例の廃止に

ついて 

【廃止理由】民設民営の病児・病後児保育室

が市内に開設予定であることから、病児・

病後児保育事業は、民間活力を活用して実

施することとし、現在開設中の市の病児・

病後児保育室を閉鎖するため。 

【施行期日】規則で定める日 

 

こども未来

課 
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117 和解することについ

て 

【提案理由】平成 30 年２月 28 日に伊賀鉄

道伊賀線沿線で発生した住宅火災により、

桑町駅～猪田道駅間の鉄道施設（信号ケー

ブル）が類焼被害を受けたことについて、

相手方と和解するため、地方自治法第 96

条第１項第 12 号の規定により議会の議決

を求める。 

 

交通政策課 

118 辺地に係る総合整備

計画の変更について 

【提案理由】令和２年３月議会で議決された

音羽地域に係る総合整備計画について、計

画内容に変更が生じたため「辺地に係る公

共的施設の総合整備のための財政上の特別

措置等に関する法律」第３条第８項で準用

する同条第１項の規定により議会の議決を

求める。 

【計画変更内容】耐震性防火水槽の設置場所

の変更に伴い、事業費を増額する。 

 

総合政策課 

119 消防ポンプ自動車の

買入れについて 

【提案理由】伊賀消防署南分署に配備の消防

ポンプ自動車の老朽化が著しいため、更新

配備する消防ポンプ自動車の買入れについ

て、地方自治法第 96 条第１項第８号の規

定により議会の議決を求める。 

【契約内容】 

契約金額：29,810,000 円 

契約の相手方：津市島崎町 137-122 

株式会社モリタ東海 代表取締役 斉藤

香一 

 

消防総務課 

 

 

主な質疑応答の概要 

【令和３年度 旧上野市庁舎利活用最適手法検討業務委託経費の債務負担行為補正ついて】 

記 者：旧上野市庁舎利活用最適手法検討業務委託経費、来年度の債務負担行為が補正さ

れております。市長選挙を迎えますが、このことについての考えを伺います。 

市 長：これは、事業として一貫性を持たさなければならない事業です。市長が変わろう

が継続しようが関係なく、市の事業として重要なものであり継続性が大事です。 


